
谷
川
岳
一
ノ
倉
沢

滝
沢
リ
ッ
ジ

海
苔
養
殖
場
の
今

　

夏
。
無
風
快
晴
。
滝
沢
リ
ッ
ジ
に
取

り
つ
い
て
一
時
間
も
経
た
な
い
の
に
三

人
（
先
輩
Ｍ
さ
ん
、
同
期
Ｕ
君
）
と
も

水
筒
の
水
は
空
っ
ぽ
、
身
体
は
グ
ッ
タ

リ
。
六
時
に
開
始
、
滝
沢
リ
ッ
ジ
＊
終

了
の
ド
ー
ム
正
面
壁
基
部
着
十
九
時
三

十
分
。
こ
の
夜
は
食
料
も
取
ら
ず
、
ゴ

ロ
寝
の
ビ
バ
ー
ク
＊
。

　

翌
朝
、Ａ
ル
ン
ゼ
に
下
降
し
＊
水
を

補
給
。朝
食
後
、ド
ー
ム
正
面
壁
を
登

攀
後
、下
山
。帰
京
す
る
Ｕ
君
と
別
れ
、

Ｍ
先
輩
と
不
帰
夏
山
合
宿
へ
。長
岡
駅

に
途
中
下
車
し
、「
デ
ラ
ッ
ク
ス
リ
ポ
ビ

タ
ン
Ｄ
」を
飲
ん
で
、風
呂
を
浴
び
た

ら
、少
し
元
気
を
取
り
戻
し
た
。

　
（
一
九
七
〇
年
七
月
の
記
録
）

　

冬
。
小
雪
の
悪
天
の
も
と
、
一
ノ
倉

沢
出
合
避
難
小
屋
に
不
要
の
荷
物
を
デ

ポ
し
て
登
攀
開
始
。
後
輩
の
Ｙ
君
と
Ｈ

君
と
八
ピ
ッ
チ
目
の
雪
壁
か
ら
雪
の

リ
ッ
ジ
を
登
り
つ
め
ビ
バ
ー
ク
。

　

翌
朝
、
リ
ッ
ジ
状
の
悪
い
岩
の
九

ピ
ッ
チ
目
か
ら
、
氷
壁
、
雪
壁
な
ど
二

十
二
ピ
ッ
チ
目
を
登
っ
て
二
回
目
の
ビ

バ
ー
ク
。

　

三
日
目
、
二
十
三
ピ
ッ
チ
目
か
ら
、

二
十
八
ピ
ッ
チ
目
、
ド
ー
ム
正
面
壁
の

取
付
点
に
。
正
面
壁
に
取
り
付
く
も

ベ
ッ
タ
リ
の
雪
が
張
り
つ
い
て
お
り
登

攀
を
断
念
。
Ａ
ル
ン
ゼ
へ
懸
垂
下
降
し
、

大
森
町
自
治
会　
平
林　
孝
次

大
森
堀
之
内
自
治
会　
落
合　
一
美

Ａ
ル
ン
ゼ
を
雪
崩
の
発
生
を
気
に
し
つ

つ
稜
線
へ
超
え
、
肩
の
小
屋
へ
入
る
。 

　

四
日
目
、
天
神
屋
根
か
ら
谷
川
岳
登

山
指
導
セ
ン
タ
ー
へ
下
山
。
最
年
少
の

Ｈ
君
は
出
合
小
屋
ま
で
荷
物
を
取
り
に

行
っ
て
も
ら
う
。
天
気
待
ち
し
て
い
た

だ
ろ
う
ク
ラ
イ
マ
ー
に
ど
こ
を
登
っ
た

か
問
わ
れ
、
「
滝
沢
リ
ッ
ジ
」
と
答
え

る
と
皆
か
ら
絶
賛
を
浴
び
た
、
と
勇
躍

帰
っ
て
き
た
Ｈ
君
だ
っ
た
。

（
一
九
八
二
年
三
月
の
記
録
）

＊
用
語
解
説

リ
ッ
ジ
：
や
せ
た
岩
尾
根
の
こ
と
。

ビ
バ
ー
ク
：
山
中
で
野
営
す
る
こ
と
。

ル
ン
ゼ
：
急
な
斜
面
の
岩
溝
。

　

昭
和
初
期
か
ら
昭
和
三
十
七
年
ま
で

海
苔
養
殖
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
か
つ
て
の
海
苔
養
殖
場
が
今
ど
ん

な
風
景
に
な
っ
て
い
る
か
知
り
た
く
現

地
に
行
っ
て
み
ま
し
た
。
左
の
写
真
は

か
つ
て
の
海
苔
漁
場
写
真
で
す
。

　

か
つ
て
は
海
苔
ひ
び
が
沖
合
ま
で
延

び
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
ゴ
ミ
の
埋
め

立
て
が
進
み
「
中
央
防
波
堤
大
田
区

側
」
は
コ
ン
テ
ナ
積
み
下
ろ
し
場
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
般
の
人
は
立
ち

入
り
が
で
き
ま
せ
ん
が
、
沖
合
に
羽
田

空
港
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
見
え
、
間
は
航

路
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
船
ま
た
飛
行

機
も
見
え
ま
す
。
今
後
観
覧
場
所
が
出

来
れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

海
苔
漁
場
写
真
出
展

海
苔
漁
場
：
大
森
第
一
小
学
校
九
十
年

歩
み

昭
和
四
十
二
年
二
月
発
行

「
と
な
り
ぐ
み
21
」
は
各
ご
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
一
部
ず
つ
お
取
り
く
だ
さ
い
。

夏
と
冬
の
記
録

令和７年７月１日　  《  季   刊  》　  第１３０号

【ホームページ版「となりぐみ 21」開設中！～ぜひご覧ください～】 大田区ホームページ  地域情報紙となりぐみ21 検索

大 森 西 地 区 地 域 情 報 紙大 森 西 地 区 地 域情報紙

《発　行》
  地域力推進大森西地区委員会
《編　集》
  となりぐみ 21 編集委員会
《事務局》
  大田区大森西特別出張所
  所在地 ： 大森西2-16-2
  電　話 ： 3764-6321

人　口  ： 61,308名
世帯数　 37,165世帯

大森西管内人口 令和7年5月1日現在21212121



呑
川・池
上
本
門
寺
の

                

桜
鑑
賞

邦
西
ふ
れ
あ
い

            

児
童
公
園

盆
踊
り
と

      

打
ち
上
げ
花
火

　
　
令
和
六
年
十
二
月
九
日

　

渋
谷
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
た
輪
投
げ
大
会
。
四
十
ク
ラ
ブ
参
加

で
九
位
、
大
田
区
か
ら
は
八
ク
ラ
ブ
参

加
で
、
ベ
ス
ト
テ
ン
に
四
ク
ラ
ブ
が
残

り
ま
し
た
。

　

高
齢
の
皆
さ
ん
が
真
面
目
に
真
剣

に
、
輪
っ
か
を
投
げ
る
時
に
は
グ
ル
ー

プ
が
違
う
、
他
区
の
チ
ー
ム
と
冗
談
を

言
い
合
い
な
が
ら
笑
う
、
参
加
チ
ー
ム

は
城
南
五
区
、
其
々
の
区
で
八
位
以
内

に
な
っ
た
チ
ー
ム
、
余
裕
を
み
せ
ま
す

が
、
そ
れ
は
時
の
運
で
す
。

　

そ
の
都
度
五
人
全
員
が
投
げ
た
点
数

は
気
に
す
る
素
振
り
を
見
せ
な
い
が
、

輪
っ
か
が
高
得
点
の
ピ
ン
に
入
る
た
び

に
、
他
の
選
手
か
ら
拍
手
と
声
が
掛
か

る
。

 　
高
齢
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
む
、
輪
投

げ
、
単
純
で
す
。
縁
日
で
子
供
た
ち
が

投
げ
て
い
る
輪
投
げ
、
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

単
純
な
競
技
で
あ
っ
て
も
真
剣
に
取

り
組
む
、
失
敗
し
て
も
笑
っ
て
す
ま

す
。

　

明
る
く
、
楽
し
く
、
笑
顔
で
私
達
が

取
り
組
む
活
動
す
べ
て
に
健
康
で
、
怪

我
す
る
事
な
く
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

大
森
東
一
丁
目
団
地
自
治
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

緑
川　
祐
弘

大
森
西
二
丁
目
三
和
会　
安
東　
陽
子

大
森
堀
之
内
自
治
会　
落
合　
一
美

　

毎
年
夏
の
時
期
に
な
る
と
お
寺
や
神

社
、
公
園
で
盆
踊
り
が
催
さ
れ
、
大
田

区
の
『
平
和
の
祭
典
』
に
よ
る
花
火
大

会
を
は
じ
め
と
す
る
、
墨
田
川
花
火
大

会
、
長
岡
ま
つ
り
大
花
火
大
会
な
ど
全

国
各
地
で
の
打
ち
上
げ
花
火
が
夏
の
風

物
詩
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
も
そ
も
盆

踊
り
と
打
ち
上
げ
花
火
は
い
つ
の
こ
ろ

か
ら
始
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

 　
盆
踊
り
は
、
お
盆
に
ご
先
祖
を
供
養

す
る
た
め
に
み
ん
な
で
音
頭
に
合
わ
せ

て
踊
る
行
事
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
時

が
経
つ
に
つ
れ
て
老
若
男
女
、
子
供
た

ち
の
交
流
の
き
っ
か
け
と
し
て
誰
も
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

が
現
在
の
盆
踊
り
で
す
。
打
ち
上
げ
花

火
の
は
じ
ま
り
は
当
時
、
関
西
や
江
戸

で
は
、
飢
餓
、
疫
病
の
流
行
に
よ
り
多

数
の
死
者
が
出
て
い
て
そ
の
死
者
た
ち

の
慰
霊
や
悪
病
退
散
を
祈
っ
て
『
水
神

祭
』
が
開
催
さ
れ
花
火
が
打
ち
上
げ
ら

れ
た
の
が
最
初
の
よ
う
で
す
。

　

夜
空
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
大
輪
の
花

火
は
左
右
、
下
ど
こ
か
ら
見
て
も
同
じ

形
を
し
て
夜
空
を
彩
る
美
し
さ
と
迫
力

が
鑑
賞
す
る
人
た
ち
を
虜
に
し
ま
す
。

盆
踊
り
の
や
ぐ
ら
か
ら
聞
こ
え
て
く
る

『
ド
ン
ッ
ド
ン
ッ
』
心
臓
に
振
動
を
与

え
る
太
鼓
の
響
き
、
打
ち
上
げ
花
火
の

『
ヒ
ュ
ー
』
『
ド
ー
ン
』
お
腹
の
底
か

ら
響
い
て
く
る
こ
の
音
は
、
ど
ち
ら
も

邪
気
を
払
う
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

今
年
の
盆
踊
り
や
打
ち
上
げ
花
火
の

ル
ー
ツ
を
思
い
な
が
ら
楽
し
め
る
と
良

い
で
す
ね
。

　

四
月
五
日
土
曜
日
晴
天
に
恵
ま
れ
、

呑
川
沿
い
の
桜
と
池
上
本
門
寺
の
桜
観

賞
を
目
的
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
し

た
。
梅
屋
敷
商
店
街
、
Ｊ
Ｒ
踏
切
を
渡

り
呑
川
沿
い
に
歩
き
ま
し
た
。
普
段
昼

休
み
に
職
場
室
内
一
周
約
五
百
歩
を
五

〜
六
周
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
自
然
の

光
・
川
沿
い
の
風
ほ
ぼ
満
開
の
桜
を
観

賞
し
な
が
ら
の
歩
き
は
久
々
の
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
感
覚
で
し
た
。
自
宅
〜
本
門

寺
間
往
復
一
万
四
千
歩
の
旅
で
し
た
。

伊
東
淳
子=

大
森
山
谷
自
治
会　
平
林
孝
次=

大
森
町
自
治
会　
大
森
鶴
渡
町
会　
小
峰
由
枝=

本
宿
町
会　
石
井　
忍=

大
森
中
八
幡
自
治
会　
落
合
一
美=

大
森
堀
之
内
自
治
会　
伊
藤
奈
穂
美=

大
森
東
一
丁
目
町
会　
コ
ー
シ
ャ
ハ
イ
ム
大
森
東
自
治
会

緑
川
祐
弘=

大
森
東
一
丁
目
団
地
自
治
会　
湯
本
良
太
郎=

大
森
本
町
二
丁
目
仲
町
会　
信
藤
康
俊=

大
森
本
町
北
町
会　
金
澤
利
奈=

大
森
本
町
二
丁
目
新
地
町
会　
花
館
敏
雄=
大
森
澤
田
東
町
会　
西
村
妙
子=

大
森
沢
田
西
町
会　
大
森
北
六
丁
目
沢
田
町
会

安東陽子＝大森西二丁目三和会　大森三丁目連合町会　工藤忠弘＝大森三輪町会　丸山かよ＝大森邦西町会　大森西三都団地連合町会　伊藤　昇＝大森東貴船自治会

編
集
委
員

編
集
長

編
集
委
員

大
人
の
輪
投
げ
大
会

令和７年７月１日　  《  季   刊  》　  第１３０号

大
森
邦
西
町
会　
丸
山　
か
よ

　
大
森
西
七
丁
目一-

四
。Ｊ
Ｒ
線
路
沿
い

と
い
っ
て
も
良
い
と
こ
ろ
に
コ
ン
パ
ク
ト

（
四
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）な「
邦
西
ふ
れ
あ

い
児
童
公
園
」が
あ
り
ま
す
。

　
公
園
内
は
古
い
大
き
な
美
し
い
姿
の
桜

の
木
二
本
を
中
心
に
遊
具
、ト
イ
レ
、水

飲
み
場
は
ど
れ
も
な
か
な
か
し
ゃ
れ
た
造

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
園
周
り
に
は
、梅
、エ
ゴ
ノ
キ
、ヤ
シ

（
ワ
シ
ン
ト
ン
ヤ
シ
）、萩
、小
笹
、サ
ツ
キ
、

ヤ
マ
ブ
キ
と
四
季
折
々
に
花
が
咲
く
よ
う

に
植
栽
さ
れ
小
さ
い
け
れ
ど
四
季
を
楽
し

む
庭
園
の
趣
が
あ
り
ま
す
。

　
二
月
か
ら
三
月
に
は
白
梅
が
早
い
春
を

告
げ
、四
月
は
美
し
い
姿
の
桜
の
木
が
見
事

な
満
開
の
姿
を
披
露
。五
月
は
ヤ
マ
ブ
キ
と

サ
ツ
キ
が
咲
き
、小
笹
も
青
々
と
し
、七
月

と
も
な
れ
ば
エ
ゴ
ノ
キ
四
本
に
白
い
可
愛
い

花
が
咲
く
。秋
に
は
萩
の
花
が
等
間
隔
に
並

ん
で
花
を
つ
け
ま
す
。こ
の
公
園
は
忙
し
い

人
た
ち
が
行
き
か

う
横
で
四
季
を
演

出
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
四
季
を
味
わ

い
、ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
」と
呼
び
か
け

る
よ
う
な「
邦
西
ふ

れ
あ
い
児
童
公
園
」

で
す
。


